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韓国高校生訪日団（第 1～2 団）招へい事業の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】日韓関係の改善を基盤とした訪日プログラムの一環として、韓国全土から選抜された韓

国の高校生等を招へいし、講義聴講、学校訪問、テーマ「日韓交流と SDGs」に沿った各種視察等を通じ

て、日本に対する理解を深めると共に、韓国でまだあまり知られていない日本の新たな魅力を発信する

ことで、今後の日韓間の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主目的とする。 

 
【参加者】韓国の高校生等 合計 100 名 
 
【訪問地】訪日（東京都、埼玉県 合計 100 名、（第 1 団）大阪府 50 名、和歌山県 50 名、奈良県 50
名、（第 2 団）長野県 50 名、岐阜県 50 名、愛知県 50 名） 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習）： 
8 月 29 日（木曜日）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 
 招へいプログラム： 
9 月 22 日（日曜日）成田国際空港から入国、来日時オリエンテーション 
         【講義】「最近の日韓関係について」 
9 月 23 日（月曜日）【視察】高麗神社 

【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 
9 月 24 日（火曜日）～9 月 28 日（土曜日） 

2 つの団に分かれ、第 1 団は大阪府、和歌山県、奈良県、第 2 団は長野県、岐阜県、愛知県を訪問 
（１） 第 1 団：大阪府、和歌山県、奈良県 

9 月 24 日（火曜日）大阪府へ移動、【視察】おおさか ATC グリーンエコプラザ、和歌山県へ移動 

【視察】わかやま歴史館  

9 月 25 日（水曜日）【学校訪問・交流】和歌山県立星林高等学校 
9 月 26 日（木曜日）【講義】和歌山県庁「和歌山県と韓国の繋がり、和歌山県の魅力等」 

【講義】一般社団法人南紀州交流公社「白浜町の魅力と SDGs への取組み」 
 ホームステイ対面式 

9 月 27 日（金曜日）ホームステイ解散式、奈良県へ移動、【視察】法隆寺 
成果報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

9 月 28 日（土曜日）関西国際空港から出国 
（２） 第 2 団：長野県、岐阜県、愛知県 
9 月 24 日（火曜日）長野県へ移動、【表敬訪問】長野県庁、【講義】長野県庁「国際交流員が見た長野 
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県の魅力及び韓国との交流について」、【講義】Hakuba SDGs Lab「SDGs と 
は？自分ができることを考える」 

9 月 25 日（水曜日）【学校訪問・交流】長野県白馬高等学校、【視察】八方尾根うさぎ平、黒菱平 
   【ワークショップ】「八方尾根の環境保全を見て学ぶ」 
9 月 26 日（木曜日）岐阜県へ移動、ホームステイ対面式 
9 月 27 日（金曜日）ホームステイ解散式、愛知県へ移動 
   【視察】一宮市尾西歴史民俗資料館、【視察】リニア・鉄道館 
9 月 28 日（土曜日）成果報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表）、中部国際空港から出国 
 
２．記録写真  

  
2024 年 9 月 22 日【講義】「最近の日韓関係につい

て」 
2024 年 9 月 23 日【視察・講義】高麗神社 

  
2024 年 9 月 24 日【視察】大阪 ATC グリーン

エコプラザ 
2024 年 9 月 24 日【講義】長野県庁「国際交流員

が見た長野県の魅力及び韓国との交流について」 

  
2024 年 9 月 25 日【学校訪問・交流】 
和歌山県立星林高等学校 

2024 年 9 月 25 日【学校訪問・交流】長野県白馬

高等学校（文化・スポーツ体験） 



 

3 
 

  
2024 年 9 月 26 日【講義】「和歌山県と韓国の繋が

り、和歌山県の魅力」 
2024 年 9 月 25 日【ワークショップ】「八方尾根の

環境保全を見て学ぶ」 

 
３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 韓国 高校生（１団） 
個人的な訪問であればただの観光で終わってしまったと思うが、訪日団では視察先ごとに紹介してく 

ださる方がいて、より深く理解することができた。また学校訪問では、日本の高校生との交流を通し、教

科書では学べない日本現地の文化について知ることができた。 
 

◆ 韓国 高校生（１団） 
星林高校で学生たちと交流し授業も一緒に体験できたことが一番良かった。またホームステイを通し

て日本の方々の優しさに触れ、解散式では涙した。 
 

◆ 韓国 高校生（２団） 
より深い日本の文化を知ることができた。一般的な観光とは異なり、ホームステイや日本の学校

訪問を通じて、日本に住む人々と親密な関係を築くことができ、特別な経験になった。 
 
◆ 韓国 高校生（２団） 
今まで馴染みのなかった「SDGs の実現」について、日本では現時点ですでに大変積極的に推進さ

れていることを知り、「SDGs の実現」とは国際社会における先進国の役割だということを実感する

ことができた。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 和歌山県庁 

和歌山県の魅力と、韓国と和歌山県の繋がりの歴史についてご紹介した。訪日団の皆さまからは沢山の 

ご質問をいただき、和歌山県に大変興味を持っていただくことができた。今後も、このような青少年交流

事業を活発に進めていき、和歌山県のみならず日本と韓国の懸け橋となる友情を育てていければと思う。 
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◆ 一般財団法人南紀州交流公社 
1 泊 2 日 17 時間ほどの滞在だったが、ホストファミリーとの交流ではお互いの気持ちが高まり、心が

通じたことは離村式での涙が物語っていたように感じる。12 軒のホストファミリーから口々に「すばら

しい生徒ばかりで、もっと長く我が子でいてほしかった」との声を多く聞いた。これもひとえにこの度当

地を訪れて頂きました生徒の皆様の学ぼうとする力、交流しようとする心が、高齢化が進む過疎地に元

気と勇気を与えてくれたおかげだと思う。普段若者を見ることがない地域に天使が舞い下りたような時

間をいただいた事に感謝申し上げたい。 
 

◆ 八方尾根開発株式会社 
皆さまには再生可能エネルギーで稼働されているリフトに乗って、中部山岳国立公園白馬八方尾

根の標高1,680メートルに位置する黒菱平まで登っていただいた。雄大な景色に感動されたことが、

訪日プログラムの良い想い出になれば幸いに思う。これからも何度も訪れていただけるよう、私た

ちも引き続き環境保全に努めてまいりたい。 
 
◆ 長野県白馬高等学校 
短い交流時間の中でも、生徒たちはすぐに打ち解け合い、各所で拍手がおき、笑い声が聞こえ、た

くさんの笑顔を見ることができた。両国の高校生同士が、未来に向けて貴重な友情を築く機会とな

り、特別な思い出となる交流会になったと思う。 
 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2024 年 9 月 24 日（Instagram） 
日本がこれほどまで SDGs 目標達成をリードする

国だとは知らなかった。展示や説明を通して環境

にやさしい各商品の生産過程などを学ぶ中で、想

像以上に努力されていることが分かった。普段か

ら環境経営や ESG 経営分野に関心があったので

有意義な視察になった。 

2024 年 9 月 24 日（Instagram） 
長野県庁での講義を聞いて、「北アルプス」という

言葉や、長野県が「信州」とも呼ばれていることを

初めて知った。また、ゆるキャラの「アルクマ」を

通じて、長野県の魅力や特産物等について、１つの

キャラクターで表現することができるということ

に気づき、大変印象深かった。 
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2024 年 9 月 25 日（Instagram） 

学校交流の最後にお別れの挨拶をしたが、別れる

のが本当に辛かった。みんな優しく親切だった。み

んなで写真を撮り、たくさんの話をしたが、ほとん

ど文化的な違いは感じられなかった。インスタグ

ラムの情報も交換し、今でも連絡を取り合ってい

る。 

2024 年 9 月 25 日（Instagram） 

八方尾根を視察し講義を聞いた。地球温暖化によ

る少雪に対応するため、再生可能エネルギーを使

用したスキー場での降雪等を行い、年間 1,000 ト

ンの二酸化炭素削減を達成したそうだ。私たちも

このような点を見習って、自然保護が必要な場所

で実践していければと思う。 

  
2024 年 9 月 25 日（信濃毎日新聞） 
「韓国高校生 信州で交流」韓国の高校生が長野

県を訪問し、県庁で韓国出身の国際交流員から県

内の観光地、特産物、韓国との交流について講義を

聴講した旨紹介。 

2024 年 9 月 28 日（大糸タイムス） 
「韓国の高校生 SDGs 体験 白馬高訪問や八方

尾根視察」韓国の高校生が白馬村を訪問し、同村内

における SDGs 達成への取り組みに関する講義聴

講や白馬高校での交流の様子について紹介。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

  
【成果の発表】 
・日本は環境問題の深刻さを早くから認識し、そ

の問題の解決に向けて企業と地域が積極的に取り

組んでいることを知った。今回の経験をもとに環

境問題に対する関心が高まった。 
・日本という国は近いが韓国とは少しずつ違うと

いうことを学んだ。ホームステイをした地域で少

子高齢化が進んでいたが、韓国におけるこの問題

と比較し改善策を考えたい。 
・ホームステイや高校訪問などの交流を通し、韓

国との文化の違いや共通点を発見するとともに、

違う国で育った友人とも理解し合うことができ

た。 
【アクション・プラン】 
・日本文化と関連したテーマについて、学校で発

表する。 
・学校のサークルで日本文化について紹介する。 
・周囲の人たちに今回のプログラムで学んだ日本

文化について紹介する。 
・星林高校の日本の友人たちとの関係を維持し、

日本語で会話をする。 

【成果の発表】 
・文化とはその国の特性に合わせて形成されるも

ので、どちらか一方が合っていて、もう一方は間違

っているという話ではなく、互いに理解し合いな

がら関係を構築していくべきものであると学ん

だ。 
・日本の様々な地域で SDGs 達成に向けた取り組

みが行われていることを知った。講義聴講等を通

じて、個々人による実践と地球規模での協力体制

が必要であると感じた。 
・日本に来て初めて SDGs について知った。SDGs
に関する話を聞くたびに、日本人がいかに SDGs
を重要視しているかについて実感がわき、私自身

も実践していこうと決心した。 
【アクション・プラン】 
・本プログラムへの参加を通じて学んだことや日

本文化について、学校で発表する。 
・白馬高校での交流を通じて知り合った日本の友

人たちと連絡を取り続けることで、互いの文化の

違いについて理解を深める。 
・日本語能力試験の受験や日本の大学への進学を

準備する。 

 
実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


